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授 業 で

生 か す

実 践 記 録 茨城　気象予報士

佐藤 敦子

もっと知りたい小学校５年

移り行く空模様、“どのようなお天気の時も
児童のみなさんが安全でありますように…”と、
想いを込めて。そして、それぞれが授業で感じ
たことを家に帰ってお話してもらうことにより、
ご家族で一緒に気象防災ができるといいな…と、
私は思っています。

自宅近くの小学校で、開校以来14年間、気
象の授業を続けています。内容は、１時間目「雲
と天気」、２時間目「天気の観測と変化」、３時
間目「台風のしくみと災害」、４時間目「台風
情報の見方と防災」です。

授業で使う資料は、教科書の内容を毎日の暮
らしにつなげられるよう、記憶に新しい気象現
象の写真・衛星画像・レーダー画像・アメダス
のデータなどを載せて、パワーポイントのスラ
イドを作成しています。（各回20 ～ 30頁ほど）

スライドは１枚ずつ物語のような内容にして、
みなさんがワクワクしながら瞳を輝かせてもら
えるよう、お話ししながらアニメーション機能
により少しずつ表示します。反応を見ながら問
いかけや詳しい説明をして、各回の最後には‘ま
とめクイズ’の時間を設け、おさらいをします。

途中にクイズ、実験や実演のお楽しみコー
ナーを織り交ぜ、みなさんが飽きないよう私自
身が楽しみながらお話ししています。

４時間の気象授業を通して、“児童のみなさ
んが危険なお天気を察知し、様々な気象情報を
活用して、自ら安全な行動をできるように…”
と、想いを込めています。

本稿では、その概要をご紹介します。

１．雲と天気（１時間目）

1.1　雲のでき方
雲ができて雨が降るというのは、身近な現象

と似ています。それは、冷たい飲み物の入った
コップです。氷と水をコップに入れて置いてお
くと…コップの表面に小さな水滴がつく…水滴
がどんどん大きくなり垂れる…これと同じこと
が空で起こっています。

【図１　雲から雨が降るしくみ】

空気の中には目に見えない水（水蒸気）とエー
ロゾル（チリやホコリ）が含まれています。空
気が空へ上がっていくと冷えて、エーロゾルが
コップの役割をして周りに水滴がつき雲粒がで
きます。雲粒が集まって空に浮かんでいるのが
雲です。雲ができるところでは空気が上へ向
かって流れています（上昇気流）ので、とても
小さな雲粒は落ちないのです。雲粒と雲粒が
くっついて大きくなると、上昇気流により支え
きれなくなり、雨として降ってきます。

ここで、“雲はどうして浮かんでいるのだろ
う？ ふぅ～ふぅ～実験！”を行い、イメージ
をつかんでもらいます。（４月号掲載予定の5.2
参照）

雲粒の大きさは半径0.01mmくらいです。皆
さんが持っている定規のいちばん小さい目盛、
１mmの百分の一です。そして霧粒がその10
倍の0.1mmくらい、雨粒がさらに10倍の１
mmくらいです。

ここで、クイズです。雲粒が何粒くっつくと
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雨粒になるでしょうか？円の面積は半径を２回
かけますが、球の場合３回かけることに気づく
よう、ヒントを出します。答えと考え方を何名
かに発表してもらい、クラス全員で考えた後、
正解を発表します。正解は100万粒です。雲粒
の小ささに、みなさんびっくりです。

次の問題です。大きな雨粒はどのような形を
して降ってくるでしょうか？正解は、おまんじゅ
う型です。雨粒は落ちてくるときに、下から空
気に押されて、おまんじゅう型になるのです。

雨の形はアニメや漫画など、おなじみの形を
想像しますが、実際はおまんじゅう型なので、
みなさんは「えーっ？！」と、とても驚きます。
実験装置による雨粒の動画を見てもらいます。

 【図３　雨粒の形】

1.2　十種雲形
雲は形やできる高さによって大きく10種類

に分けられ、十種雲形と呼ばれます。高いとこ
ろに浮かんでいる雲は高層雲（巻雲、巻層雲、
巻積雲）、真ん中あたりの高さは中層雲（高層雲、
高積雲、乱層雲）、低いところは下層雲（層雲、
積雲、層積雲、積乱雲）です。モクモクした雲
には“積”、スーッと広がる雲には“層”、雨や

雪を降らせる雲には“乱”という漢字がつきます。
ひとつずつ写真を見ながら特徴を説明します。

・巻雲：すじ状、コンマ状の形が多いです。
・巻層雲：ベール状、天気が悪くなる兆し。
・巻積雲：うろこ雲とも呼ばれています。
・高層雲：おぼろ雲とも呼ばれています。
・高積雲：ひつじ雲とも呼ばれています。
・乱層雲：しとしとと雨や雪を降らせる雲です。
・層雲：地面にくっつくと霧になります。

雲の中に入ることができて嬉しい！
・積雲：綿菓子みたいでおいしそうです。
・層積雲：くもりの天気でよく見られます。
・積乱雲：富士山およそ３つ分の高さの雲です。

これら10種類の雲のうち、いちばんこわー
い雲はどれでしょうか？ それは積乱雲です。
備えが必要です。

1.3　こわーい積乱雲
積乱雲は急な大雨、雷、竜巻や突風を引き起

すこわーい雲です。皆さんはこわい経験があり
ますか。 急に雨が降ってきたらどうしますか？　

図５は2008年に神戸市の親水公園において、
たった10分の間に川の水位が130cmも上昇し
た実際の写真です。みなさんの身長で130cmは
どのあたりですか？そこまで急に水が来るなん
て、こわいですね。「わー！」と悲鳴が…

川などでキャンプやバーベキューをしている
ときなど、十分注意が必要です。川の水はどこ
から流れてきますか？ 水は低いほうへと流れ
ます。川の上の空が晴れていても、上流の山の
上に真っ黒な雲（積乱雲）があったら、片付け

【図２　雲粒と雨粒の大きさ（半径）】 【図４　十種雲形】
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をして帰るようにしてください。もし間に合わ
ない場合には、今いる場所より高いところが安
全です。周りでいちばん高いところへ逃げてく
ださい。

【図５　親水公園の突然の増水】

積乱雲は雷を伴うこともあります。雷が鳴っ
たらどうしますか？ 木の下で雨宿りはとても
危険です。

図６は雷実験の写真です。雷が木に落ちてか
ら近くに立っている人（マネキン）へ飛んでい
ます。雷は高いところに落ちる性質があります
ので、まず木に落ちます。そのそばに立ってい
ると、木より電気を通しやすい人へと雷が飛ん
でくるのです。金属を身に着けていないから安
全ということではありません。雷が鳴ったら、
木や電柱に近づかないで、安全な建物の中へ逃
げてください。近くに安全な建物がない場合は
車の中に入り、ドアを閉めてください。

【図６　雷の災害】

さらにこわいのは竜巻です。図７は2012年
５月つくば市で起きた竜巻の写真です。建物の
窓ガラス、車などがめちゃめちゃになっていま
す。竜巻被害の要因は２つあります。１つめは
強い風の力、２つめは飛んできた物がぶつかる
ことです。この２つから身を守るためには、頑
丈な建物の中に入り、シャッターや窓、カーテ

ンを閉めて窓ガラスなど壊れやすいものから離
れ、ヘルメットなどをかぶり、頭を守ることが
大切です。

積乱雲が近づくサインは、真っ黒い雲が近づ
いてきたり、雷の音が聞こえてきたり光が見え
たり、急に冷たい風が吹いたりします。

竜巻は積乱雲からしっぽのようなロート雲が
下向きに伸びてきます。このような空に気づい
たら、すぐに頑丈な建物の中に入り、身を守っ
てください。

【図７　つくば市の竜巻】

天気予報で「大気の状態が不安定です」、「急
な大雨や雷、竜巻などの突風にご注意ください」
というキーワードを聞いた時はその日の予定を
見直すなど、気を付けながら過ごしてください。

このことは、おうちにいる時だけではなく、
習い事や旅行など、お出かけしている時も同じ
です。いつでも、どこにいても、いちばん安全
に過ごせるように「ここに行くときはこの建物
に避難するね！」など、おうちの方と話し合っ
てみてください。

普段から空を見上げて、今日は気持ちが良く
て安全だな、今日はいつもと違って少し怖い感
じがするな…などの感覚はとても大切です。見
ると幸せになれるといわれている７色に彩られ
た雲“彩雲”や、雨上がりには“虹”に出会え
るかもしれません。ぜひ、空を眺めて楽しみな
がら、みなさんの感覚を研ぎ澄ませてください。

２．天気の観測と変化（２時間目）

2.1　天気の観測
天気とは、気温、湿度、風、雲量、視程、雨、
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雪、雷などの気象に関係する要素を総合した大
気の状態のことです。

雨や雪、雷といった特別の現象がない時の天
気は、空全体のどれくらいが雲におおわれてい
るかという雲量で表します。雲量は、雲が完全
に空をおおっているときを10、雲がない場合
が０です。

みなさんの感覚で“晴れ”は、雲量いくつで
すか？ 「雲量５！！」、「雲量３！！」など、元
気よく答えが返ってきます。
・快晴：雲量０～１　　気持ちの良い青空！
・晴れ：雲量２～８　　雲があっても晴れ！
・くもり：‌‌‌雲量９～ 10 雲におおわれてくもり！

このとき、天気図の天気記号も合わせて表示
したところ、「ほかにはどんなのがあるの？」、

「全部知りたい！」と大反響でした。さっそく
天気記号クイズを作り、次の時間に行うことに
しました。（４月号掲載予定の5.1参照）　

天気を詳しく知るためには、大気の状態や流
れを知る必要があり、たくさんの観測を行って
います。そのうち、３つの観測についてお話し
します。

2 .1 .1　アメダス

アメダスは聞いたことがあると思いますが、
英 語 の 頭 文 字、Automated Meteorological 
Data Acquisition System（自動的に気象の情報
を集めるシステム）です。みなさんは英語を学
んでいるため、大変興味を示します。丁寧な英
語をノートに書き留めて、とても嬉しそうです。

日本におよそ1300か所あり、自動で降水量、
風向風速、温度、湿度、雪の降る地域では積雪
深を観測して、気象庁に情報を集めます。

【図８　アメダス観測所】

風向風速はプロペラ飛行機のような装置から
超音波式に現在切り替え中です。温度と湿度は
空気が流れている筒の中で、積雪深は超音波で
計測しています。

降水量は転倒ます型雨量計を使用しています。
シーソーのような仕組みで0.5ミリ雨が溜まる
と倒れ、スイッチが入ります。更に0.5ミリ溜
まると反対側に倒れます。0.5ミリ毎にスイッ
チが入り、その回数から雨量を測ることができ
ます。

【図９　転倒ます型雨量計】

ここでクイズです。何ミリの雨が降ったで
しょうか？ 雨量計のアニメーションを見て、
雨量を当ててもらいます。
「いーち、にーい、さーん　～　しーち、はー

ち…　あっ止まった…」みなさん声をそろえて
真剣に数えます。「８回だから、0.5ミリ×８
回で、４ミリの雨！！」お見事、大正解です！

2 .1 .2　気象レーダー

地上から空に浮かんでいる雨雲を観測してい
るのが、気象レーダーです。直径７ｍ、ちょう
ど教室を縦に２つ重ねたくらいのレーダードー
ムの中に、直径４ｍのアンテナが入っています。

アンテナが上へ下へと傾きながら360度ぐる
んぐるん回り、電波を発射して雨雲を見つけます。

アンテナから発射した電波が雨雲に当たると、
雨雲発見！とアンテナに戻ってきます。雨雲が
ないと電波はそのまま進んで戻ってきません。
強い雨の場合は電波がたくさん戻ってきて、強
い雨です！と教えてくれます。弱い雨は少しだ
け戻ってきます。さらに、遠いところの雨の場
合は電波が発射されてから雨雲に当たり戻って
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くるまでの時間が長く、近いと時間が短くなり
ます。このように、発射された電波の戻る強さ
と時間により、雨の強さと場所がわかるしくみ
になっています。

【図10　気象レーダーのしくみ】

観測できる範囲は半径数百kmです。日本に
20か所ある気象レーダーの情報をすべてつな
ぎ合わせることにより、日本全体の雨雲を見つ
けることができるしくみです。

では、みなさんで実演してみましましょう！
人間気象レーダー！！（４月号掲載予定の5.4
参照）

2 .1 .3　気象衛星ひまわり

宇宙から空を観測している装置は何でしょう
か？ 気象衛星ひまわりです。現在は９号が観
測しています。東経140 .7度の赤道上空35 ,800
㎞を地球の自転とともに１日に地球を１周して
います。まるで止まっているかのように常に日
本が見える同じ場所から観測している衛星です

（静止衛星）。雲だけでなく、海氷や黄砂なども
観測できます。

2 .1 .4　各観測の合わせ技

図11は、同じ日の同じ時間の気象衛星と気
象レーダーの画像です。

どちらも白い部分が雲を示しています。雲の
広がりが違うことに気づくでしょうか？ 気象
衛星の方が雲の広がりが大きいです。では、雲
の広がりの違いから何がわかるでしょうか？ 
〇で囲まれた部分は、気象衛星画像には雲があ
りますが、気象レーダー画像にはないので、雨
雲ではない“くもり”の雲です。このように観

測の情報を合わせて見ることで詳しい天気がわ
かります。

【図11　気象衛星画像と気象レーダー画像】

「すごーい！」「そういうことかー！」「気象
衛星と気象レーダーの画像を合わせて、天気を
判断するなんて、びっくり！」など、驚きの声
が上がります。

次にアメダスの情報も合わせて考えましょう。

2.2　天気の変化
2 .2 .1　雲の動きと天気の変化

４月26 ～ 30日の気象衛星画像動画を見て、
雲の動きを観察します。

雲はどのように動いていますか？ 西から東
ですね。

次に４月29日03時、17時、30日01時の気象
衛星画像（上段）、気象レーダー画像（下段）
をそれぞれ並べて表示します。

さらに、アメダスの雨量グラフを１つ（図
12の①のみ）を表示します。

ここで、問題です。このグラフは、福島、和
歌山、長崎のどこでしょうか？みなさん話し
合ってください。時間を追って、気象衛星画像、
気象レーダー画像、アメダス雨量の３つを合わ
せて見て、理由も考えてください。じっくり話
し合う時間を設けます。

では、発表していただきます。
「‌�福島だと思います！　理由は、アメダスの

雨量グラフでは、29日03時から30日01時
まで雨がずっと降っていて、気象衛星の雲
も気象レーダーの雨雲も福島にずっとか
かっているからです。30日01時にアメダス
の雨量がいちばん多くて、気象レーダーも
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授 業 で

生 か す

実 践 記 録

黄色になっているので、その時間に、たく
さん雨が降っていることがわかります！」

素晴らしい発表に、教室が大きな拍手に包ま
れます。さらに、数名の児童に発表してもらい、
クラス全体で理解を深めます。

続けて、アメダスの雨量グラフを１つずつ（図
12の②のみ、③のみを表示）して、先ほどと
同じように話し合いと発表を行います。②は和
歌山、28日03時から29日18時まで雨が降り続
き、29日17時に気象レーダーが黄色で雨のピー
ク（雨量グラフと一致）。③は長崎、28日15時
から29日12時まで雨が降り続き、29日03時に
気象レーダーが黄色で雨のピーク（雨量グラフ
と一致）、29日17時には雨が止んでいます。

このように、気象衛星、気象レーダー、アメ
ダスの観測データをすべて合わせて見ることで、
詳しい天気がわかります。

次に３か所のアメダスの雨量を重ねたグラフ
（図12）を表示します。

【図12　雲の動きと天気の変化】

雨量グラフを３つ並べると雨の降る時間帯が、
長崎→和歌山→福島（西から東）へ移っている
ことがわかります。雨雲が西から東へ移ること
で、天気も西から東へ移ります。
「わー！ ほんとだー！ 雨が西から東へ移っ

てる！」など、みなさん納得の様子です。

2 .2 .2　地球全体の雲の動き

先月１か月の気象衛星画像動画を見て、雲の
動きを観察します。

日本の上空と日本のはるか南の雲の動きに注
目してください。

「わー！すごーい！！」「日本のところの雲と、
はるか南のほうの雲が、反対向きに動いてる！」
など、みなさん真剣な表情で。雲の流れを見つ
めています。

日本の上空の雲はどちらに動いていますか？ 
西から東です。日本のはるか南の雲はどちらに
動いていますか？東から西です。雲は自分では
動けないので、風に乗って動きます。日本の上
空には“偏西風”という風が、ハチマキのよう
に地球をぐるっと一周して常に吹いています。
上空ほど強く、高度１万ｍでは風速100ｍ/秒、
100ｍ走を１秒で駆け抜ける速さです。特に風
の強いところは“ジェット気流”と呼ばれます。
みなさんが自転車に乗っているときに背中から
風を受けるとスイスイ進むように、飛行機が
ジェット気流に乗るとスピードが速くなり燃料
の節約ができるそうです。

日本の天気は“偏西風”により雲が西から東
へ動くので天気も西から東へ移り変わるのです。

日本のはるか南の上空には、偏東風（貿易風）
という風が吹いているため、雲が東から西へ動
いています。

【図　13 上空の風の流れ】

この２つの風については、台風のお勉強の時
にも出てきますので、よーく覚えておいてくだ
さい。

この続きの３、４時間目の実践については、
次号でご紹介します。
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